
◉研修対象者　　被評価職員

◉本研修のねらい
平成26年度の地公法改正により、全ての地方自治体において人事評価制度が導入されました。公平・公

正な評価を行うために、継続的に評価者のための研修を実施することも求められておりますが、一方で被評
価者の方々への研修が行われていなかったり、正しい知識を伝える場がないといった自治体様も多く存在
するのも事実です。

人事評価の最大の目的が「人材育成」である以上、評価を受ける側の意識も高めていくことが、今後の自
治体の将来を考えたときには何よりも大切です。

貴自治体の「人材育成基本方針」や「人事評価マニュアル」をベースとし、求められる職員像を理解いただ
き、自らの気付きとなって成長を促すことを目的としております。

◉本研修によって習得が期待できるスキル・ノウハウ
▷人事評価は「人材育成」が最大目的であることを改めて理解いただけます

多くの自治体様におかれまして、人事評価は「やらされ感」の強い業務の一つと言われております。しか
しながら、評価によって「人材育成」をしていくという視点は常に共有化されなければなりません。被評価
者の皆さまにとっても自らの将来を考える場として大切なものであることを理解いただきます。

▷求められる職員像をリアルに想定いただけます
普段何気なく仕事をこなしているだけでは「人材育成基本方針」や「人事評価マニュアル」に書かれてい

る「求められる職員像」とは乖離が生じてしまいます。どのような行動を起こすことで「求められる職員像」
を実現できるのか、具体的なアクションとして考えていただけることで成長を促します。

▷年度当初の個人目標の設定についてのノウハウが身につきます
多くの自治体様で定着できずにご苦労されている課題の一つとして、人事評価における個人目標の設定

というお話をよく伺います。一般的には総合計画等の組織目標を個人目標にブレイクダウンすることが考
えられますが、実際には各課任せ、個人任せの目標設定となっていることが多いように思えます。具体的
に貴団体の総合計画のKPI指標等を基とした目標設定の考え方をお示しいたしますので、的確で全庁標
準化した個人目標の設定が可能となります。



◉カリキュラム（例）
※概ね２時間コースの場合
Chapter1：「人事評価」の基礎知識
（1）勤務評定から人事評価へ
（2）人事評価の目的
（3）人事評価の活用

Chapter2：人事評価で「評価」される内容とは
（1）「能力・態度評価」編
（2）「業績評価」編

Chapter3:業績評価の「目標」設定について
（1）個人目標の設定の基本的考え方
（2）目標の種別について
（3）貴団体の総合計画ＫＰＩからブレイクダウンした個人目標設定の実際

Chapter４　人事評価を「成長」につなげるために

見積概算 ※２時間コース×1コマの場合
市クラス：10万円（＋交通費・宿泊費・税）

町村クラス：9万円（同上） ※コマ数、時間、お客様ニーズ等によって見積額が変動いたしますので、
事前の見積依頼をお願いいたします。


